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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
内視鏡用処置具の可撓軸が下方に吊り下げられた状態になるように、上記可撓軸の基端に
連結された操作部を支持するための複数の操作部支持手段が間隔をあけて環状に配置され
た内視鏡用処置具保持装置において、
上記内視鏡用処置具の操作部が、上記複数の操作部支持手段の各々に上方から下方へ斜め
内側に向かって傾いて支持されるようにしたことを特徴とする内視鏡用処置具保持装置。
【請求項２】
上記操作部支持手段が板状の支持部材に穿設された孔であって、上記処置具の操作部がそ
こに上方から差し込まれて支持される請求項１記載の内視鏡用処置具保持装置。
【請求項３】
上記支持部材が鉛直支柱を中心に回転自在に配置されている請求項２記載の内視鏡用処置
具保持装置。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、内視鏡用処置具を保管する際などに用いられる内視鏡用処置具保持装置に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】
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内視鏡用処置具の多くは、細長い可撓軸の基端に操作部が連結された構造になっており、
平らな保持台等の上に載せて保管すると非常に広いスペースを使ってしまう。
【０００３】
そこで一般に、内視鏡用処置具保持装置は、処置具の可撓軸が下方に吊り下げられた状態
になるように、処置具の操作部を鉛直に支持するための複数の操作部支持手段が間隔をあ
けて環状に配置された構造になっている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上述のような従来の内視鏡用処置具保持装置では、隣り合う操作部支持手段間の
間隔を狭くすると、そこに支持される処置具の操作部が隙間なく林立した状態になって取
り出し難くなるので、操作部支持手段どうしの間隔を相当にあける必要がある。
【０００５】
そのため、多数の処置具を支持できるようにすると、操作部支持手段の配置が広がって操
作部支持部が大型化してしまうと同時に、操作部からぶら下がった状態の可撓軸に周囲の
ものが触れて、可撓軸が汚れたり破損してしまう不都合が発生し易くなる。
【０００６】
そこで本発明は、操作部支持部を大型化することなく多数の処置具を取り出し容易な状態
に支持することができ、しかも保管中の処置具の可撓軸に周囲のものが触れ難くて可撓軸
が汚れたり破損し難い内視鏡用処置具保持装置を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡用処置具保持装置は、内視鏡用処置具の可撓
軸が下方に吊り下げられた状態になるように、可撓軸の基端に連結された操作部を支持す
るための複数の操作部支持手段が間隔をあけて環状に配置された内視鏡用処置具保持装置
において、内視鏡用処置具の操作部が、複数の操作部支持手段の各々に上方から下方へ斜
め内側に向かって傾いて支持されるようにしたものである。
【０００８】
なお、操作部支持手段が板状の支持部材に穿設された孔であって、処置具の操作部がそこ
に上方から差し込まれて支持されるようにしてもよく、支持部材が鉛直支柱を中心に回転
自在に配置されていてもよい。
【０００９】
【発明の実施の形態】
図面を参照して本発明の実施例を説明する。
図１は、本発明の実施例の処置具保持装置１０に内視鏡用処置具の一つである生検鉗子２
０が支持された状態を示しており、処置具保持装置１０の鉛直支柱１１は、図示されてい
ない基台又はカート等にスタンド状に立設されている。
【００１０】
鉛直支柱１１に形成された鍔部１２には、生検鉗子２０の操作部２１を支持するための操
作部支持円板１３が、鉛直支柱１１の軸線周りに回転自在に水平に取り付けられている。
【００１１】
操作部支持円板１３の外縁近傍部分には、生検鉗子２０の操作部２１を上方から差し込ん
で支持するための複数（例えば３～３０個程度）の操作部支持孔１４（操作部支持手段）
が、互いの間隔をあけて等間隔で環状に配置されている。
【００１２】
各操作部支持孔１４は、上方から下方へ斜め内側に向かって形成されており、その傾き角
度θは鉛直支柱１１に対して例えば２０～５０°程度である。そして、操作部支持円板１
３の外縁近傍部分は、全長にわたって操作部支持孔１４の軸線方向と垂直面になるように
折れ曲がった形状に形成されている。
【００１３】
その結果、生検鉗子２０の操作部２１は、操作部支持孔１４に上方から差し込まれて、操
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より、操作部支持孔１４の軸線と同じ向きに上方から下方へ斜め内側に向かって傾いた状
態に支持される。
【００１４】
複数の生検鉗子２０の操作部２１が操作部支持孔１４にこのような状態に支持されると、
図２に略示されるように、隣り合う操作部支持孔１４どうしの間の間隔を狭く形成しても
、各生検鉗子２０の操作部２１の突端部分２１ｂは外方に広がって隣の操作部２１の突端
部分２１ｂとの間隔があいた状態になるので、所望の操作部２１を、隣の操作部２１と干
渉することなく操作部支持孔１４から容易に取り出すことができる。
【００１５】
また、図１に示されるように、操作部２１から吊り下がった状態になる可撓軸２２は、操
作部支持孔１４の真下より鉛直支柱１１に接近した内方位置に寄せられるので、保管中に
周囲のものがぶつかり難く、汚染、損傷を受け難い。
【００１６】
また、可撓軸２２の下端を囲む受け枠１５を鉛直支柱１１から突設すれば、可撓軸２２が
外方に広がらないようにすることができ、その場合に、受け枠１５は操作部支持円板１３
よりさらに小さく形成すれば足りる。
【００１７】
【発明の効果】
本発明によれば、内視鏡用処置具の操作部が複数の操作部支持手段の各々に上方から下方
へ斜め内側に向かって傾いて支持されるようにしたことにより、隣り合う操作部支持手段
どうしの間の間隔を狭く形成しても、各処置具の操作部の突端部分は外方に広がって隣の
操作部の突端部分との間隔があいた状態になるので、操作部支持部を大型化することなく
多数の処置具を取り出し容易な状態に支持することができ、しかも、保管中の処置具の可
撓軸は内側に寄せられるので周囲のものが触れ難くなり、可撓軸が汚れたり破損し難い優
れた効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の内視鏡用処置具保持装置に内視鏡用処置具が支持された状態の
正面断面図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡用処置具保持装置に内視鏡用処置具が支持された状態の
略示斜視図である。
【符号の説明】
１０　処置具保持装置
１１　鉛直支柱
１３　操作部支持円板
１４　操作部支持孔
１５　受け枠
２０　生検鉗子
２１　操作部
２２　可撓軸
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